
２０２６年８月９日 礼拝説教要旨 

ヨハネによる福音書講解説教８９「永遠の命」 

エレミヤ２４：５〜７、ヨハネ１７：１〜５ 

 

今日からヨハネによる福音書は第１７章に入ります。第１７章は、全体がイエスさまの祈りと

なっています。この祈りは教会では昔から「大祭司の祈り」と呼ばれてきました。大祭司とは、

神さまの御前に人々をとりなし、神さまと人をつなぐ働きをする人のことです。イエスさまは、

大祭司として、わたしたちを御前にとりなしてくださいます。そのことがこの祈りによく表さ

れています。 

 

「父よ、時がきました。あなたの子があなたの栄光を現すようになるために、子に栄光を与え

てください」（１節）ここでイエスさまが言われる「時」とは、何よりそれは十字架の時を指し

ています。少し前の第１２章のところでイエスさまは「人の子が栄光を受ける時が来た。はっ

きり言っておく。一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままである。だが、死ねば多

くの実を結ぶ」（１２：２３〜２４）と言われました。注意したいのは、十字架の死がイエスさ

まの栄光と結びつけられていることです。 

 

４節には「わたしは、行うようにとあなたが与えてくださった業を成し遂げて、地上であなた

の栄光を現しました」とあります。父なる神さまが行うようにと与えてくださった業もまた十

字架のことを指しています。しかも「成し遂げる」（テレイオウ）は、イエスさまが十字架にお

かかりになられた時におっしゃった言葉です。ヨハネ福音書はイエスさまの十字架の最後の言

葉としてこの言葉を伝えています。「イエスは、このぶどう酒を受けると、『成し遂げられた』

と言い、頭を垂れて息を引き取られた」（１９：３０）イエスさまが十字架で成し遂げてくださ

った救い、そのことが「栄光」と深く関係しています。 

 

イエスさまは十字架で何を成し遂げてくださったのでしょう。それはわたしたちが罪赦されて、

神さまの子とされることに他なりません。その救いにおいてイエスさまは栄光をお受けになら

れます。「栄光」（ドクサ）は「輝く」という意味でもあります。わたしたちもまた十字架の救

いにあずかり、神さまの子とされてその栄光を身に帯びるのです。それは神さまの栄光の中で

輝くということでしょう。「親の七光り」という諺があります。これは子が親の財産や地位に頼

ることで否定的な意味で用いられますが、わたしたちの信仰で言えば、本来、罪ゆえに自分で

は輝くことができないわたしたちであっても、神さまの光を受けて輝くことができるという意

味で受け止めるならば、それはまさに恵みです。わたしたちは神さまの七光りによって栄光を

受ける。本来の輝きを取り戻すのです。 

 

わたしたちは罪ゆえにこの輝きを失っておりました。神さまの栄光を受けられないわたしたち

でした。それはアダムとエバの堕落から始まっております。創世記の物語では「主なる神の顔

を避けて、園の木の間に隠れた」（創世記３：８）とあります。神さまとの約束を破った人間は、

神さまの光を避けて生きるようになりました。だから輝くことができない。神さまの七光りを

受けることができなくなった。むしろ人間単独で輝こうと思ったのかもしれません。しかし輝

くどころか、人間はその光をますます曇らせるものとなりました。それは人類の歴史が証明し

ていることでしょう。 

 



地震発生から間もなく二週間になります。震源に近い地域ではまだまだ過酷な状況にあります。

そのような中でも多くの人たちは助け合い、励ましあって共にこの困難を乗り越えようとして

います。しかしその一方で災害を利用する犯罪も少なくないと聞きます。窃盗や詐欺が増える。

人の弱みにつけ込むというのは何とも卑劣な行為です。被災地をパトカーが巡回する光景は人

間の罪の闇を表しています。また今日は８１年目の長崎の原爆の日ですが、NHK の番組で「長

崎原爆青年乙女の会」のことが取り上げられていました。今年で結成７０周年。原爆で身体に

傷を負った若者たちが集まって会を作った。わたしは恥ずかしながらその会の存在を知りませ

んでしたが、その結成の背後には、被爆者への差別や偏見があったことを知りました。あのよ

うな戦争の惨劇があって、その痛みや苦しみは当時生きていた誰もが経験して分かっていたこ

とでしょうけれども、悲しいかな、そこには差別が生まれ、原爆の被害だけでなく、そういう

差別や偏見にさらされ二重に苦しむ人々が大勢いたのです。神さまの栄光を映し出すのではな

く、それを曇らせ、闇に向かって突き進んでいく人間の罪の闇がそこにあります。それはやが

てまた新たな戦争、破滅へと人類を走らせるのでしょう。 

 

けれども、神さまはわたしたちをこの罪からお救いになられます。そのためにかけがえのない

独り子イエスさまをくださいました。このイエスさまの十字架によって罪から救われ、わたし

たちは神さまの子とされるのです。パウロは書簡の中で「人は皆、罪を犯して神の栄光を受け

られなくなっていますが、ただキリスト・イエスによる贖いの業を通して。神の恵みにより無

償で義とされるのです」（ローマ３：２３〜２４）と述べています。わたしたちはイエスさまの

贖い業、十字架の御業によって、ただ神さまの恵みによって、義、神さまとの正しい関係の中

に、父と子の関係の中に迎えられます。そのようにして神さまの栄光をもう一度取り戻すので

す。また別の書簡では「わたしたちは皆、顔の覆いを除かれて、鏡のように主の栄光を映し出

しながら、栄光から栄光へと、主と同じ姿に造りかえられていきます」（Ⅱコリント３：１８）

とあります。罪ゆえに神さまの栄光を曇らせる生き方ではなく、神さまの栄光を映し出して生

きる新しい歩みがそこから始まります。 

 

それが「永遠の命」です。「あなたは子にすべての人を支配する権能をお与えになりました。そ

のために、子はあなたからゆだねられた人すべてに、永遠の命を与えることができるのです。

永遠の命とは、唯一のまことの神であられるあなたと、あなたのお遣わしになったイエス・キ

リストを知ることです」（２〜３節）永遠の命とは、地上の命をずっと生きながらえることでは

ありません。もし地上の命が永遠に続くのなら、むしろそれは苦しみでしかないでしょう。永

遠の命とは、神さまの子とされ、神さまの栄光を映し出して生きる命のことです。天地創造の

時に神さまに命の息を吹き入れられ、「人はこうして生きる者となった」（創世記２：７）とあ

ります。本来、人間は神さまとのつながりをもって永遠の命に生きる存在でした。しかし罪ゆ

えにその命は失われてしまいました。けれどもイエスさまによってわたしたちは罪から救われ、

再びこの永遠の命を取り戻したのです。わたしたちは罪の世にありながらもこの永遠の命を生

き始めています。わたしたちの存在が神さまの栄光を証ししているのです。 

 

天の父よ。罪ゆえに、あなたの栄光を受けられない者です。けれどもあなたはイエスさまをく

ださり、もう一度、あなたの永遠の命の中に迎え入れてくださいます。イエスさまに結ばれて

いるわたしたちは既にその命を生き始めています。どうかその自覚を新たにすることができま

すように。地震によって大切な家族を亡くされ、また家を失い、悲しみの中にある人々を顧み

てください。主の御名によって祈ります。アーメン。 


